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この教室のねらい 

 

 モーターは、生活のすみずみに使われていることを学びます。 

 モーターは電気を力（回転力）に変える仕掛けです。 

 モーターが回るのは磁場中に電流が流れるときに力が生じるか
らです。 

 この教室では、シンプルなモーターである「クリップモー
ター」を自作します。 

 モーターの回転力を車輪に伝えて、おもちゃの車を動かしてみ
ましょう。 



暮らしの中のモーターを探そう 

 電車はモーターで動きます。 

 電気自動車はモーターで動きます。 

 ガソリン自動車でも、ワイパー・ステアリング・窓の
開け閉めにモーターがつかわれています。 

 ロボットも、ドローンも、動力はモーターです。 

 冷蔵庫、洗濯機、掃除機、食洗機、ミキサー、エアコ
ン、ハードディスク、プリンターにもモーターが入っ
ています。 



電車のモーターはどこにある？ 

東芝 投資家情報より 
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ブラシモーター 



クリップモーターのしくみ 

 フレミングの左手の法則によりコイ
ルの下部は手前の向かうローレンツ
力が働き、上部には奥に向かうロー
レンツ力が働きます。 

 これによってコイルが回転すると右
側のクリップに接触している電線の
被覆にかかるので、電流が切れて、
ローレンツ力は働かず、惰性で回転
します。 

 一周すると再び電流が流れて回転力
が働きます。 

 こうして回り続けます。 
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磁力線 



コイルを巻きましょう 



エナメル線のエナメルをはがす 

エナメル線のエナメルをはがす 



回転子として形を整える 



クリップを電池ホルダーに付ける 



クルマを組み立てる 



輪ゴムを車輪とチューブにかけクリップ
位置を調整する 



うまく回らないとき 

クルマが走らないとき 

 １．台車を持ち上げ、動力軸を浮かしておいて輪ゴムのスリップを 

  なくし、手でコイルを回転させます。 

 ２．動力軸をそっと床につけると走ります。 

 ３．コイルの回転しているとき芯（しん）ブレがあるとよく回りません。 

  「治具」で調整できます。 

 ４．磁石とコイルの距離も少しでも近い方が回転力が増します。 

 ５．コイルのエナメルを磨いたところを、もう一度カッターで磨いてください。 

 ６．芯ブレがあるとクリップと車軸の接触不良がおきます。 

 ７．走行面は「ツルッ」としている方がいいです。 


